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申請期間：平成29年11月1日～平成29年12月15日（消印有効）

申請書用紙等はホームページからダウンロードできます 社会福祉助成事業  実施要綱
申請条件3
①申請団体は社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施
　設、福祉団体などとします。（申請は１団体、１事業とします。）
②法人格のない任意団体、グループは申請書下段に市区町村社会福祉協議会の推薦を得て、申請書
　をご提出ください。
③反社会的勢力及び反社会的勢力と関係すると認められる法人、団体からの申請は受付けられません。
④助成対象となった場合、団体名、代表者氏名、所在地、事業内容、助成金額等を公表させていただきます。
　また、実施事業に参加もしくは事後に訪問させていただくことがありますので、ご了承の上お申し込み下さい。

申請方法4
①申 請 書  平成２９年９月以降に、日本社会福祉弘済会のホームページをご覧ください。
 http://www.nisshasai . jp/
 申請書用紙等はホームページからダウンロードの上、 ご使用ください。
②申請期間 平成２９年１１月１日～平成２９年１２月１５日（消印有効）
③提 出 先  〒130‐0022　東京都墨田区江東橋４－２４－３
 公益財団法人日本社会福祉弘済会　助成事業係　☎ 03-3846-2172
※申請書に記載されている個人情報は本事業の選考に関わる業務のみに使用し、それ以外には使用いたしません。

添付資料5
申請時に下記資料を添付の上、申請書と共にご提出ください。
①申請団体の定款（任意団体は規則、規定）
②申請団体紹介パンフレットや団体発行の機関誌など
③申請団体の直近の事業報告、決算書
④申請団体の役員（会員）名簿

審査と結果通知6
①申請案件は厚生労働省専門官の予備審査後、選考委員会の選考を経て、理事会（３月開催）で決定します。
②選考結果は採否に関わらず決定後、各申請団体に書面にて通知いたします。
③申込み書類は返却いたしません。

事業完了報告書の提出7
助成事業終了後１ヶ月以内に、事業完了報告書をご提出下さい。
※事業完了報告書の作成要領は、助成決定時にご通知いたします。

　公益財団法人日本社会福祉弘済会では、少子高齢化が進展し、多様化する福祉需要のなかで社会福祉の向
上を目指した“研修事業”や“研究事業”に助成することにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを
目的といたします。
　平成３０年度も下記の通り、社会福祉関係者（社会福祉施設等社会福祉事業に従事する方々等）に係る研
修・研究事業に対して、公募による助成事業の募集を行います。

助成対象事業と助成対象経費1

事業実施期間と助成金額2

【研修事業】
①対象事業
〇福祉施設職員の方などを対象としたケース
　福祉施設職員等が幅広い視野と専門性を持って福祉サービスの支援業務向上に携わるために実習する
研修事業

〇地域住民の方などを対象としたケース
　福祉サービスのあり方や専門的知識・技能の習得などをテーマとして開催される集合研修事業（研修
会、セミナー、講演会など）

②対象経費
　講師謝金・交通費・宿泊費・会場費・報告書作成費

【研究事業】
①対象事業
〇福祉サービスの向上等を目的とした先駆性ある事業の実践を通して行われる研究事業
〇社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方法や体系、また就労、福利厚生などをテーマとする調査
　研究事業

②対象経費
　研究事業費・調査経費・謝金・原稿料・報告書作成費

①事業実施期間
平成３０年度（平成３０年４月から翌年３月末）中に実施される事業

②助成金額
１件（１団体）あたりの上限額５０万円（総額２，０００万円以内）
※助成対象経費合計の８０％以内かつ５０万円以内となります。

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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申請期間：平成29年11月1日～平成29年12月15日（消印有効）社会福祉助成事業  実施要綱
申請条件3
①申請団体は社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施
　設、福祉団体などとします。（申請は１団体、１事業とします。）
②法人格のない任意団体、グループは申請書下段に市区町村社会福祉協議会の推薦を得て、申請書
　をご提出ください。
③反社会的勢力及び反社会的勢力と関係すると認められる法人、団体からの申請は受付けられません。
④助成対象となった場合、団体名、代表者氏名、所在地、事業内容、助成金額等を公表させていただきます。
　また、実施事業に参加もしくは事後に訪問させていただくことがありますので、ご了承の上お申し込み下さい。

申請方法4
①申 請 書  平成２９年９月以降に、日本社会福祉弘済会のホームページをご覧ください。
 http://www.nisshasai . jp/
 申請書用紙等はホームページからダウンロードの上、 ご使用ください。
②申請期間 平成２９年１１月１日～平成２９年１２月１５日（消印有効）
③提 出 先  〒130‐0022　東京都墨田区江東橋４－２４－３
 公益財団法人日本社会福祉弘済会　助成事業係　☎ 03-3846-2172
※申請書に記載されている個人情報は本事業の選考に関わる業務のみに使用し、それ以外には使用いたしません。

添付資料5
申請時に下記資料を添付の上、申請書と共にご提出ください。
①申請団体の定款（任意団体は規則、規定）
②申請団体紹介パンフレットや団体発行の機関誌など
③申請団体の直近の事業報告、決算書
④申請団体の役員（会員）名簿

審査と結果通知6
①申請案件は厚生労働省専門官の予備審査後、選考委員会の選考を経て、理事会（３月開催）で決定します。
②選考結果は採否に関わらず決定後、各申請団体に書面にて通知いたします。
③申込み書類は返却いたしません。

事業完了報告書の提出7
助成事業終了後１ヶ月以内に、事業完了報告書をご提出下さい。
※事業完了報告書の作成要領は、助成決定時にご通知いたします。

　公益財団法人日本社会福祉弘済会では、少子高齢化が進展し、多様化する福祉需要のなかで社会福祉の向
上を目指した“研修事業”や“研究事業”に助成することにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを
目的といたします。
　平成３０年度も下記の通り、社会福祉関係者（社会福祉施設等社会福祉事業に従事する方々等）に係る研
修・研究事業に対して、公募による助成事業の募集を行います。

助成対象事業と助成対象経費1

事業実施期間と助成金額2

【研修事業】
①対象事業
〇福祉施設職員の方などを対象としたケース
　福祉施設職員等が幅広い視野と専門性を持って福祉サービスの支援業務向上に携わるために実習する
研修事業

〇地域住民の方などを対象としたケース
　福祉サービスのあり方や専門的知識・技能の習得などをテーマとして開催される集合研修事業（研修
会、セミナー、講演会など）

②対象経費
　講師謝金・交通費・宿泊費・会場費・報告書作成費

【研究事業】
①対象事業
〇福祉サービスの向上等を目的とした先駆性ある事業の実践を通して行われる研究事業
〇社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方法や体系、また就労、福利厚生などをテーマとする調査
　研究事業

②対象経費
　研究事業費・調査経費・謝金・原稿料・報告書作成費

①事業実施期間
平成３０年度（平成３０年４月から翌年３月末）中に実施される事業

②助成金額
１件（１団体）あたりの上限額５０万円（総額２，０００万円以内）
※助成対象経費合計の８０％以内かつ５０万円以内となります。

申請書用紙等はホームページからダウンロードできます

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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一
、
は
じ
め
に

　

社
会
福
祉
法
人
東
北
福
祉
会
は
、「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の

あ
り
方
」
を
考
え
る
た
め
の
実
践
施
設
と
し
て
、「
せ
ん

だ
ん
の
杜
」「
せ
ん
だ
ん
の
杜
も
の
う
」「
せ
ん
だ
ん
の
里
」

「
せ
ん
だ
ん
の
館
」
及
び
附
帯
施
設
「
認
知
症
介
護
研
究
・

研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
・
経
営
し
て
い
る
。
特
に
、

学
術
研
究
等
に
よ
る
「
最
先
端
知
」
と
「
理
論
知
」、
社
会

福
祉
事
業
の
実
践
に
よ
り
培
っ
た
「
実
践
知
」
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
ー
実
践
に
基
づ
く
知
的
協
働
体
ー

を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
当
事
者
及
び
地
域
住

民
が
、“
自
分
ら
し
さ
”
を
い
つ
ま
で
も
保
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

二
、
助
成
事
業
概
要

実
施
目
的

1�　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
認
知
症
カ
フ
ェ
を
継
続
的

に
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
人
と
家
族
介

護
者
の
生
活
支
援
に
寄
与
し
、
地
域
住
民
に
対
す
る
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
理
解
等
を
啓
発
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

2�　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
認
知
症
カ
フ
ェ
を
企
画
・

運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
。

時
期

　

�

平
成
28
年
4
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
迄

内
容

1�　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
月
1
回
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
地
域
等
に
対
し
て
広
報
し
、
広
く
認
知
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

2�　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
『
午
後
の
音
楽
c
a
f
é
』
と
し
て

実
施
し
、
優
れ
た
音
楽
演
奏
を
楽
し
め
る
場
、
も
の
忘
れ

と
認
知
症
を
正
し
く
理
解
で
き
る
場
、
相
談
支
援
専
門
職

と
つ
な
が
れ
る
場
と
す
る
。

　
①�　
地
域
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
を
形
成
し
、
認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
広
く
啓
発
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

　
②�　
M
C
I（
軽
度
認
知
障
が
い
）の
人
、認
知
症
の
人
と
家

族
介
護
者
が
、相
談
支
援
専
門
職
者
等
と
つ
な
が
る
き
っ

か
け
の
場
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
結
び
つ
く
場

と
す
る
。

三
、
事
業
の
成
果

1�　

社
会
福
祉
法
人
東
北
福
祉
会
せ
ん
だ
ん
の
杜
が
行
う
認

知
症
カ
フ
ェ
を
『
午
後
の
音
楽
c
a
f
é
』
と
し
、
月
1

回
定
期
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2�　

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
来
訪
者
は
、
毎
回
約
50
名
か
ら
60
名

以
上
と
な
り
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
等
を
広
く
啓

発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
毎
回
初
め
て
訪
れ
る
人

や
見
学
者
（
介
護
事
業
者
、
教
育
関
係
者
等
）
が
お
り
、
ま

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
区
域
を
超
え
て
来
訪
す
る
人
も
い
て
、
認
知

症
カ
フ
ェ
の
広
が
り
を
一
定
程
度
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

3�　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
企
画
、運
営
及
び
評
価
に
あ
た
っ
て
、代

表
的
な
地
域
住
民
と
い
え
る
「
吉
成
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」

会
長
、
役
員
、
構
成
員
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ボ
ラ

ネ
ッ
ト
杜
の
丘
」
代
表
、
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
参
画
し
、

主
体
的
か
つ
詳
細
な
検
討
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域
住
民
が

認
知
症
カ
フ
ェ
を
主
導
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特

に
、
毎
回
実
施
後
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ

を
訪
れ
た
住
民
の
様
子
や
反
応
、
口
コ
ミ
・
評
判
、プ
ロ
グ
ラ

ム
の
効
果
等
を
検
討
し
て
、企
画
内
容
の
修
正
、
来
訪
し
た

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図
り
方
や
配
慮
、
必
要

な
ケ
ア
の
方
法
等
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

4�　

�『
午
後
の
音
楽
c
a
f
é
』
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施

形
式
を
次
の
よ
う
に
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①�

フ
ロ
ア
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
極
力
行
わ
な
い
よ
う
に
し

●
助
成
事
業
成
果
報
告

社
会
福
祉
法
人
　
東
北
福
祉
会

理
事
長　

清
水  

秀
夫

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
企
画
・運
営
す
る

認
知
症
カ
フ
ェ
の
効
果
的
な
実
施
方
法
の
検
討
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「くっきり ! 福祉の未来形」〜日社済助成事業成果報告〜

て
自
由
な
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
を
自
然
に
醸
成
す
る
。
②�

基

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
音
楽
（
生
演
奏
）・
も
の
忘
れ
と
認
知

症
の
話
し
・
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
キ
ン
グ
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
）・
音
楽
（
生
演
奏
）
と
し
た
。
③�

各
テ
ー
ブ
ル
に
生

活
相
談
員
や
介
護
支
援
専
門
員
等
を
配
置
し
て
、
話
題
提

供
や
認
知
症
理
解
の
促
進
、
相
談
支
援
の
必
要
性
の
把
握

等
を
行
う
。
④�
フ
ロ
ア
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
及
び
介

護
支
援
専
門
員
を
フ
リ
ー
に
配
置
し
て
、
個
別
に
相
談
室

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
⑤�

認
知
症
に
関
す
る
情
報
・

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
来
訪
者
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

�

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
来
訪
し
た
認
知
症
の
当
事
者
や
家
族

介
護
者
、
そ
の
他
の
来
訪
者
に
対
し
、
希
望
に
応
じ
た
相

談
支
援
及
び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

5�　

以
上
に
よ
り
、
別
冊
「
実
践
研
究
事
業
報
告
書
」
及
び

支
援
ツ
ー
ル
小
冊
子
「
私
た
ち
の
ま
ち
に
認
知
症
カ
フ
ェ

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
」
を
成
果
物
と
し
て
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

1��　

認
知
症
カ
フ
ェ
『
午
後
の
音
楽
c
a
f
é
』
広
報
チ
ラ

シ
と
あ
わ
せ
て
、
支
援
ツ
ー
ル
「
小
冊
子
」
の
告
知
を
近

隣
地
域
に
配
布
及
び
掲
示
す
る
。

2�　

社
会
福
祉
法
人
東
北
福
祉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
実

践
研
究
事
業
の
成
果
を
掲
載
し
、
あ
わ
せ
て
「
実
践
研
究

事
業
報
告
書
」
及
び
支
援
ツ
ー
ル
「
小
冊
子
」
を
P
D
F

化
し
た
フ
ァ
イ
ル
（
改
変
防
護
措
置
済
）
を
掲
示
し
て
、

自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

3�　

仙
台
市
内
で
認
知
症
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
団
体
、
同
実
施

を
希
望
す
る
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
認
知
症
の
人
の

支
援
に
関
係
す
る
団
体
等
に
対
し
て
、「
実
践
研
究
事
業
報

告
書
」
及
び
支
援
ツ
ー
ル
「
小
冊
子
」
を
無
料
で
配
布
す
る
。

五
、
今
後
の
展
開

1�　

認
知
症
カ
フ
ェ
『
午
後
の
音
楽
c
a
f
é
』
は
、今
後
も
「
吉

成
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
並
び
に
「
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
杜
の
丘
」

等
と
と
も
に
月
1
回
定
期
開
催
し
て
、
正
し
い
認
知
症
の
知
識

等
の
啓
発
及
び
M
C
I
の
人
、
認
知
症
の
人
の
発
見
と
本
人
及

び
家
族
介
護
者
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
継
続
し
て
行
う
。

2�　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
認
知
症
カ
フ
ェ
を
継
続
的
に

企
画
・
運
営
す
る
こ
と
を
引
き
続
き
啓
発
し
支
援
す
る
た
め
、

支
援
ツ
ー
ル
「
小
冊
子
」
の
普
及
に
努
め
る
。

3�　

せ
ん
だ
ん
の
杜
に
お
け
る
今
後
の
実
践
成
果
及
び
社
会
福

祉
法
人
東
北
福
祉
会
の
そ
の
他
3
拠
点
に
お
け
る
認
知
症
カ

フ
ェ
の
実
践
等
を
踏
ま
え
て
、
支
援
ツ
ー
ル
「
小
冊
子
」
の

改
良
を
検
討
す
る
。

4�　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
企
画
、
運
営
等
に
関
係
す
る
人
、
来
訪

者
等
に
お
け
る
協
力
者
に
よ
り
、
独
居
世
帯
、
高
齢
二
人
暮

ら
し
世
帯
、
日
中
独
居
世
帯
等
の
M
C
I
の
人
及
び
認
知
症

の
人
に
対
す
る
訪
問
支
援
（
認
と
も
）
の
有
効
性
、
実
現
性

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

5�　

認
知
症
の
人
等
に
対
す
る
訪
問
支
援
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
、
必
要
な
教
育
訓
練
の
内
容
及
び
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

「講話」：矢吹知之氏認知症劇団「ゆめもり座」公演

「ミニコンサート」ピアノ演奏：佐藤真弓氏
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一
、
は
じ
め
に

　

当
N
P
O
は
概
ね
35
歳
を
起
点
に
し
た
全
国
的
に
も
珍

し
い
中
高
年
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
主
体
の
任
意
団
体
と
し

て
平
成
11
年
9
月
に
創
設
。
平
成
22
年
3
月
に
N
P
O
法

人
格
を
取
得
以
降
は
、
精
力
的
に
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
目

線
を
重
視
し
た
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
参
画
型
の
実
践
活
動

を
幅
広
く
道
内
各
地
で
展
開
し
て
き
た
。

　

主
た
る
事
業
は
定
款
5
条
に
基
づ
き
外
出
困
難
な
ひ
き

こ
も
り
当
事
者
と
そ
の
家
族
へ
の
相
談
支
援
活
動
、
人
間

関
係
づ
く
り
を
学
習
す
る
自
助
グ
ル
ー
プ
運
営
活
動
、
ひ

き
こ
も
り
者
と
そ
の
家
族
等
に
役
立
つ
広
報
出
版
活
動
、

中
間
労
働
（
在
宅
ワ
ー
ク
）
を
構
築
す
る
活
動
、
他
団
体

と
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
。

二
、
助
成
事
業
概
要

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
が
当
事
者
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
沿
う

も
の
と
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
本
調
査
研
究
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

共
通
し
た
思
い
を
汲
み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
う

る
当
事
者
参
画
型
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
者
養
成
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
28
年
4
月
〜
12
月
に
か
け
て

内
外
の
有
識
者
12
名
に
よ
る
調
査
研
究
委
員
会
（
電
子
会
議
）

を
計
5
回
実
施
し
本
調
査
研
究
の
重
要
な
事
項
を
協
議
し
た
。

平
成
28
年
8
月
〜
9
月
に
か
け
て
は
北
海
道
内
の
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
個
人
（
家
族
）
及
び
支
援
団
体
機
関
を
対
象
に
質
問
紙

調
査
票
を
郵
送
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
の
た
め
の
「
当
事
者
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え「
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
検
討
会
」

を
調
査
委
員
会
内
で
議
論
を
重
ね
、
協
力
団
体
講
師
の
適
切
な

助
言
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
モ

デ
ル
事
業
」
を
最
終

的
に
計
画
化
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
は

平
成
28
年
10
月
30

日
に
「
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
的
知
識
が

つ
な
ぐ
ひ
き
こ
も

り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
一
般
公
開

さ
れ
、
全
国
各
地

で
先
駆
的
に
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
を
実
践

す
る
代
表
者
6
名

を
招
聘
し
て
講
義

と
演
習
を
組
み
合

わ
せ
た
形
式
で
行

わ
れ
た
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
を
実
践
す

る
う
え
で
必
要
不

可
欠
な
実
践
体
系

を
理
論
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
に
準
拠
し
て

学
ぶ
機
会
と
な
っ

た
。三

、
事
業
の
成
果

　

本
開
発
事
業
で
は
と
く
に
当
事
者
主
体
の
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
着
眼
し
、
当
事
者
の
立
ち
位
置
か
ら
今
日
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
者
養
成
研
修
の
あ
る
べ
き
方
向
を
考
察
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
下
記
に
示
す
3
つ
の
構
成
内
容
で
実

施
し
た
。

1�　

当
事
者
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
26
項
目
に
及
ぶ
調
査
票

を
北
海
道
内
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
個
人
（
家
族
）
及

び
支
援
団
体
機
関
90
箇
所
に
郵
送
し
最
終
的
に
68
通
（
回

●
助
成
事
業
成
果
報
告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
レ
タ
ー
・
ポ
ス
ト・
フ
レ
ン
ド
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長　

田
中  

敦

当
事
者
参
画
型
ひ
き
こ
も
り
支
援
者
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

ピアサポートの講義

ピアサポートの演習
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収
率
76
％
）
の
回
答
が
あ
っ
た
。
調
査
か
ら
は
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
に
求
め
ら
れ
る
「
同
様
な
立
場
に
あ
る
も
の
と

し
て
の
共
感
性
」「
苦
労
を
分
か
ち
合
え
る
感
受
性
」
が

上
位
を
占
め
な
が
ら
も
、
課
題
と
し
て
「
対
話
が
難
し

い
当
事
者
と
の
関
係
性
づ
く
り
」
に
困
難
が
あ
る
と
の

回
答
が
上
位
を
占
め
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
以
外
の
必
要
な

支
援
と
し
て
「
親
亡
き
後
の
生
活
支
援
」
が
半
数
を
超

え
る
結
果
と
な
り
、
今
後
一
定
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
限

界
を
認
識
し
つ
つ
、
高
年
齢
化
を
増
す
ひ
き
こ
も
り
に

ど
の
よ
う
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
対
峙
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
た
。

2�　
「
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
検
討
会
」
で
は
、
ひ
き

こ
も
り
領
域
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
つ
い
て
は
現
場

で
の
定
着
が
未
成
熟
の
う
え
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
な
い
現
状
認
識
の
も
と
当
面
直
面

す
る
課
題
や
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
建
設
的
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
と
共
に
、
当
事

者
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
よ
る
分
析
を
活
か
し
た
養
成
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践

体
系
の
構
成
要
素
と
し
て
の
価
値
理
念
、
経
験
的
知
識

（
実
践
的
知
識
）、
方
法
・
技
術
に
立
脚
し
た
ミ
ク
ロ
、

メ
ゾ
、
マ
ク
ロ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
理
論

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
準
拠
し
た
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

モ
デ
ル
事
業
を
計
画
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
有
効
性
は
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
に

基
づ
い
て
解
明
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
専
門
性
と

の
差
異
化
よ
り
も
ど
の
よ
う
に
専
門
性
と
共
存
共
栄
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
支
援
者
養
成
を
考
え
る
う

え
で
必
要
と
な
る
。

3�　

養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
モ
デ
ル
事
業
で
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
的
知
識
が
つ
な
ぐ
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
」
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
申
込
み
が
多

く
目
立
ち
参
加
者
は
41
名
、
関
係
者
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

る
と
50
名
を
超
え
た
。
期
待
さ
れ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は

必
ず
し
も
個
別
家
庭
訪
問
活
動
の
み
を
前
提
と
し
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
会
や
自
助
会
で
の
活
動
、

さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
主
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
文

化
芸
術
活
動
、
手
紙
（
絵
葉
書
）
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
の
ほ
か
、
非
支
援
の
枠
組
み
の
提
示
な
ど
幅
広
く
存

在
し
、
そ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　

本
調
査
研
究
事
業
の
内
容
を
ま
と
め
た
「
当
事
者
参
画
型

ひ
き
こ
も
り
支
援
者
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
調
査
研
究

事
業
報
告
書
」
A
4
判
平
綴
じ
モ
ノ
ク
ロ
37
頁
3
0
0
部
印

刷
製
本
）
に
は
、
本
調
査
研
究
の
目
的
、
支
援
者
養
成
研
修

の
動
向
と
課
題
、
本
調
査
研
究
の
視
座
と
方
法
、
当
事
者
ニ
ー

ズ
調
査
結
果
、
開
発
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
、
事
業
成
果
の
複

眼
的
考
察
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
を
は
じ
め
全
国
で

活
動
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
践
者
の
最
新
の
動
き
を
幅
広
く

理
解
で
き
る
報
告
書
で
あ
る
た
め
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
心
を
寄
せ
る
家
族
や
支
援
者
に
も
郵

送
等
に
て
頒
布
し
、
ま
た
広
く
一
般
市
民
へ
の
理
解
啓
発
の

意
味
か
ら
W
E
B
上
で
無
料
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
当
N
P
O
の
S
N
S
な
ど
を
通
し
て
本
事
業
報
告
書
を
紹

介
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
事
前
申
し
込
み
が
あ
り
、
ひ
き
こ
も

り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
興
味
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
へ
の
理
解

啓
発
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
29
年
2
月
に
大
阪
府
豊
中
市
で
開
催
さ

れ
た
「
若
者
当
事
者
全
国
集
会
」、
同
年
3
月
に
駒
澤
大
学
に

て
開
催
さ
れ
た
「
第
12
回
全
国
若
者
・
ひ
き
こ
も
り
協
同
実

践
交
流
会�

i
n
東
京
大
会
」
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
活
動
を
通
し
て
事
業
報
告
書
発
刊
の
周
知
を
行
い
、

広
く
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
た
。

五
、
今
後
の
展
開

　

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
「
ひ
き
こ
も
り
対
策

推
進
事
業
の
拡
充
」
と
し
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
「
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養
成
研
修
・
派
遣
事
業
を
各
自
治
体

に
対
し
て
実
施
す
る
よ
う
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
思

う
よ
う
に
養
成
や
派
遣
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
課
題
が
あ

り
、
本
調
査
研
究
が
こ
れ
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
す
る
成
果
と

し
て
今
後
の
実
践
活
動
の
参
考
と
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
平
成
27
年
12
月
に
当
N
P
O
を
含
む
3
団
体

に
よ
っ
て「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
協
議
会（
仮
称
）」

を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
未
確
立
な
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
並
び
に
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
専
門
機
関
と
の
協
同
作
業
の
な
か
で
さ
ら
に
継
続
し
た

議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
当
N
P
O
が
呼
び
か
け
て
北
海
道
内

で
活
動
す
る
5
つ
の
当
事
者
団
体
が
加
盟
す
る
「
北
海
道
ひ

き
こ
も
り
当
事
者
連
絡
協
議
会
」
が
設
置
要
綱
の
も
と
平
成

28
年
10
月
に
発
足
し
た
。
北
海
道
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
連
絡

協
議
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
団
体
が
自
分
た
ち
の
活
動

の
限
界
点
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
自
団
体
で
で
き
な
い
と
こ

ろ
や
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
相
互
に
補
い
な
が
ら
協
同
実

践
し
て
い
く
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
地
域
間
・
団
体
間
の
連
携
促
進
が
図
ら
れ
る
協
同
実

践
の
あ
り
よ
う
が
今
後
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。	
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一
、
は
じ
め
に

　
「
告
発
型
で
は
な
く
橋
渡
し
役
」
を
基
本
に
、
専
門
研
修

を
受
け
た
市
民
を
「
介
護
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と
し
て
施
設

に
派
遣
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
介
護
保
険
が
目
指
す
「
市

民
参
加
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
社
会
に
根
付
か
せ
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動

を
通
し
て
、
市
民
自
ら
が
施
設
介
護
に
つ
い
て
「
見
る
目
」

を
養
う
こ
と
が
、
将
来
、
自
分
た
ち
が
「
入
り
た
い
と
思

え
る
施
設
」
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
活
動
を
展
開
。
主
軸
事
業
の
「
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
活
動
」
の
ほ
か
、「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
養
成
講
座
」

「
施
設
職
員
研
修
」「
講
演
会
の
開
催
」「
冊
子
の
発
行
」
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
、
助
成
事
業
概
要

実
施
目
的　

　

介
護
職
員
も
経
験
2
〜
3
年
目
に
な
る
と
、
上
司
に
判
断

を
仰
ぐ
ば
か
り
で
は
な
く
自
分
で
判
断
・
行
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
く
る
。
2
〜
3
年
目
の
職

員
に
時
間
を
割
い
て
教
え
る
余
裕
が
な
い
職
場
も
多
い
。
そ

う
し
た
な
か
で
、「
認
知
症
高
齢
者
と
の
意
思
疎
通
が
難
し

い
」「
高
齢
者
の
身
体
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
ず
、
家
族
か

ら
質
問
を
受
け
て
も
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
い
」「
応
用
で
き
な

い
」
な
ど
、
迷
い
や
不
安
、
自
信
の
な
さ
を
抱
え
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
経
験
2
〜
3

年
目
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た
集
合
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
仕
事
へ
の
定
着
率

向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
一
助
と
す
る
。

開
講
日

　

�
平
成
28
年
10
月
21
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
45
分

内
　
容

　

2
つ
の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
。

特
養
・
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
職
員
63
名
が
参

加
し
た
。
午
前
中
は
「
介
護
職
が
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
知

識
と
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
」、午
後
は「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・

ケ
ア
か
ら
学
ぶ
認
知
症
へ
の
理
解
と
対
応
」を
実
施
。そ
の
後
、

8
班
に
分
か
れ
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
き
、
2
つ
の
講
義
を
聴

い
て
の
感
想
、
仕
事
の
上
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

三
、
事
業
の
成
果

1�　

経
験
2
〜
3
年
目
の
介
護
職
員
が
、
応
用
力
を
つ
け
、

自
信
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
認
知
症
」

と
一
定
の
「
医
療
」
の
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
こ
の
研
修
を
企
画
し
た
が
、
受
講
生
か
ら
も
好
評
で

「
内
容
が
充
実
し
て
い
た
」
と
い
う
声
を
多
数
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
も
「
大
変
良

か
っ
た
」
が
38
・
3
％
、「
良
か
っ
た
」
が
58
・
3
％
で
、

全
体
の
96
・
6
％
と
い
う
高
い
評
価
結
果
と
な
っ
た
。

2�　

講
義「
医
療
知
識
」で
は
、施
設
入
居
者
に
多
い
病
気
と

体
調
観
察
で
注
意
し
た
い
点
を
効
果
的
に
学
習
。
介
護

職
員
で
あ
っ
て
も
一
定
の
医
療
知
識
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
利
用
者
を
し
っ

か
り
観
察
し「
い
つ
も
と
違
う
」
と
い
う
感
覚
を
大
事
に

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。

3�　

講
義
「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
で
は
、

業
務
優
先
に
な
り
が
ち
な
日
々
の
介
護
を
振
り
返
り
、

す
ぐ
に
「
問
題
行
動
」
と
と
ら
え
が
ち
な
利
用
者
の
言

動
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
を
考
え
対
応
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
義
の
中
で
は
具

体
的
な
事
例
も
多
く
出
さ
れ
た
た
め
、
自
分
た
ち
の
こ

●
助
成
事
業
成
果
報
告

介
護
保
険
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
機
構
大
阪

代
表
理
事　

三
木  

秀
夫

自
信
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
た
め
に
︱

経
験
2
年
目
〜
3
年
目
の
人
の
た
め
の
介
護
職
員
研
修
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と
と
し
て
と
ら
え
や
す
く
、
認
知
症
ケ
ア
の
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

4�　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
受
講
申
し
込

み
の
際
に
募
っ
た
受
講
者
か
ら
の
事
前
質
問
を
も
と
に
、

話
し
合
う
内
容
を
決
め
た
が
、
メ
ン
バ
ー
間
の
会
話
を

通
し
て
、
他
施
設
の
職
場
の
様
子
を
知
る
と
と
も
に
、

2
年
目
・
3
年
目
と
い
う
介
護
職
の
微
妙
な
キ
ャ
リ
ア

の
中
で
、「
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の

だ
」「
戸
惑
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
の
だ
」

と
い
う
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、「
業

務
を
こ
な
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
利
用
者
と
話
す
時
間

を
捻
出
す
る
か
」「
ス
ト
レ
ス
解
消
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
」
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
出
し
合
い
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
そ
う
な
臨
み
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
働
き
始
め
た

頃
を
思
い
出
し
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
の
声
も
あ
っ

た
。
率
直
に
現
在
の
気
持
ち
を
吐
露
す
る
こ
と
で
気
分

転
換
を
図
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
仕
事
に
臨
む
き
っ
か

け
づ
く
り
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

1�　

経
験
2
〜
3
年
目
と
い
う
「
一
人
立
ち
」
に
必
要
な
節

目
の
時
期
に
、「
医
療
知
識
」
と
「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー

ド
・
ケ
ア
」
と
い
う
認
知
症
ケ
ア
に
必
要
な
考
え
方
を
し
っ

か
り
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
信
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て

い
く
た
め
の
土
台
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
と
も

す
れ
ば
業
務
に
流
さ
れ
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
が
ち
な
ケ
ア
方

法
や
考
え
方
を
、
改
め
て
見
直
す
き
っ
か
け
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
気
持

ち
を
吐
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
気
分
転
換
を
図
り
、
新
た

な
気
持
ち
で
仕
事
に
臨
む
契
機
と
も
な
っ
た
。

2�　
「
医
療
知
識
」
で
は
「
普
段
か
ら
利
用
者
の
様
子
を
よ
く

観
察
す
る
」、「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
で
は
「
介

護
す
る
側
の
立
場
で
は
な
く
、
認
知
症
の
人
の
立
場
か
ら

考
え
て
み
る
」
と
い
う
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
段
高
い
視
点
を
も
っ
て
利
用
者
と

接
し
介
護
し
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

五
、
今
後
の
展
開

1�　

受
講
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
継
続
を
望
む
」
と
、
来
年
度

の
研
修
を
期
待
す
る
声
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
こ
の
研
修

を
同
僚
や
知
人
に
も
勧
め
た
い
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に

も
、
78
・
3
％
が
「
思
う
」
と
答
え
て
い
た
。
介
護
職
員

の
人
々
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
来
年
度
は

自
主
事
業
と
し
て
開
催
で
き
れ
ば
と
思
う
。

2�　

今
回
の
研
修
で
は
、
介
護
職
と
し
て
抱
え
て
い
る
悩
み
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
し
合
い
た
い
こ
と
、
聞
い
て
み

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
受
講
申
込
時
に
記
載
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
職
員
研
修
実
行
委
員
会
で
は
記
載

内
容
を
検
討
。
認
知
症
・
働
き
方
・
人
間
関
係
・
個
別
対
応
・

医
療
関
係
の
順
に
記
載
内
容
は
多
か
っ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
事
前
質
問
の
結
果
に
も
言
及
し
た
が
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
説
明
が
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ

た
よ
う
で
、
受
講
者
の
中
に
は
不
満
も
あ
っ
た
。
今
後
の

開
催
に
お
い
て
は
、
周
知
徹
底
な
ど
の
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
。

3�　

受
講
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
学
び
た
い
テ
ー
マ
と
し

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
職
場
で
の
人
間
関
係
」（
延

べ
51
人
）「
認
知
症
の
利
用
者
に
対
す
る
ケ
ア
と
生
活
環

境
づ
く
り
」（
40
人
）
を
挙
げ
る
声
が
多
か
っ
た
。
認
知

症
ケ
ア
の
充
実
は
施
設
に
お
い
て
虐
待
防
止
に
も
つ
な
が

る
重
要
事
項
で
あ
る
た
め
、ケ
ア
と
環
境
、ソ
フ
ト
と
ハ
ー

ド
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
た
な
切
り
口
で
の
研
修
も
企
画

し
て
い
き
た
い
。

水野先生

グループディスカッション  発表者
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空
飛
ぶ
車
い
す

　
７
回
目
の
東
北
支
援
活
動
！

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
車
い
す
支
援
に
乗
り
だ
し
て
か

ら
、
今
年
で
7
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
5
月
3
日
〜
6

日
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
女
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

大
船
渡
市
老
人
保
健
施
設
気
仙
苑
、
大
船
渡
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
訪
れ
た
神
奈
川
工
科
大
学
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の

学
生
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

修
理
で
き
た
の
は
1
台
だ
け
、悔
し
い

神
奈
川
工
科
大
学
1
年

山
口  

玲
之

　

今
回
、
初
め
て
学
外
の
修
理
会
に
参
加
し
て
、
自
分

の
被
災
地
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
瓦
礫
が
点
在
し
仮
設
住
宅
だ
ら

け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
見
る
と
新
し
い

住
居
や
新
し
い
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
力
強

さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
活
動
2
日
目
大
船

渡
の
老
人
保
健
施
設
で
私
は
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
修
理
で
き
た
の
は
た
っ
た
の
1
台
だ
け
で
し

た
。
同
時
に
次
の
機
会
で
は
倍
以
上
直
し
て
や
ろ
う
！

と
決
め
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
来

年
も
こ
の
東
北
活
動
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
の
変
化
を
見
て
み
た
い

神
奈
川
工
科
大
学
2
年

吉
村  

郁
美

　

車
い
す
修
理
が
役
立
つ
の
?�

と
い
う
問
い
に
、
私
は
復

興
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、
修
理
・
点
検

が
行
わ
れ
て
い
た
車
い
す
で
も
車
輪
の
回
り
が
悪
く
な
っ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
1
年
経
つ
と
動
き
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
定
期
的
な
修
理
活
動
は
大
切
な
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
も
し
、
来
年
参
加
す
る
と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
追
加
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
三
陸
鉄
道
を
見
て

み
た
い
で
す
。
震
災
の
被
害
を
受
け
た
三
陸
鉄
道
に
乗
り

復
興
し
て
い
る
町
の
状
況
を
見
る
の
は
東
北
復
興
の
状
況

を
全
体
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
今
年
訪
れ
た
所
を
再
度
訪
問
し
復
興
の
流
れ
・
経

過
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
師
を
目
指
し
た
日

神
奈
川
工
科
大
学
2
年

武
藤  

英
里

　

私
が
看
護
師
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
理
由
の
ひ
と

つ
が
2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。
看

護
師
に
な
っ
て
真
っ
先
に
被
災
地
へ
出
向
き
、
動
け
る
人

間
に
な
り
た
い
と
強
く
感
じ
、
災
害
時
看
護
が
学
べ
る
看

護
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
回
、
私
た
ち
の
車
い
す
修

理
活
動
は
地
道
な
活
動
で
す
が
、
車
い
す
を
利
用
す
る
方

が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
も
の
を
使
い
復
興
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
修
理
活
動
が

気仙苑での活動

女川町社協周辺の様子
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復
興
に
役
立
っ
て
い
る
と
信
じ
た
い
で
す
。

自
己
満
足
で
終
わ
ら
せ
な
い

神
奈
川
工
科
大
学
3
年

羽
賀  

大
樹

　

毎
年
行
っ
て
い
る
東
北
活
動
が
復
興
の
役
に
立
っ
て

い
る
か
自
己
で
判
断
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

我
々
が
一
方
的
に
車
い
す
を
修
理
し
に
行
っ
て
喜
ん
で

い
る
だ
け
で
は
た
だ
の
自
己
満
足
で
し
か
な
い
か
ら
で

す
。
他
者
か
ら
の
評
価
が
あ
る
と
役
立
っ
て
い
る
か
ど
う

か
判
断
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
利
用
者
と
の
ふ

れ
あ
い
を
増
や
す
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
修
理
活
動
に
一
層
力
が
入
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

津
波
に
耐
え
た
一
本
松
に
感
動

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

土
橋  

茜

　

今
回
初
め
て
被
災

地
を
訪
れ
て
み
て
テ

レ
ビ
で
見
て
い
た
震

災
直
後
か
ら
比
べ
る

と
復
興
は
進
ん
で
い

る
と
思
っ
た
が
、
今

ま
で
ど
お
り
の
生
活

を
送
れ
そ
う
か
と

言
っ
た
ら
ま
だ
ま
だ

だ
と
思
い
ま
し
た
。

活
動
最
終
日
に
奇
跡

の
一
本
松
を
実
際
に

見
る
と
周
り
の
パ
イ
プ
や
建
物
が
壊
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
津
波
に
耐
え
、
6
年
経
っ
た
今
も
松
が
生
き
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

鳥
越  

佑
香

　

私
は
今
回
参
加
し
て
、
被
災
地
が
ど
の
よ
う
に
復
興

し
て
き
た
の
か
を
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
過
ぎ
て
い
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
今
回
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ら

も
っ
と
知
ら
ず
に
い
た
と
思
う
と
怖
く
な
り
ま
し
た
。

な
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
被
災
地
の
状
態
や
当
時

か
ら
の
変
化
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
を
サ
ー
ク
ル
活
動
や
義
肢
装
具
関
連

の
フ
ェ
ア
、
海
外
活
動
な
ど
他
の
多
く
の
こ
と
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
訪
問
は
少
し
戸
惑
っ
た

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

大
島  

沙
菜

　

被
災
地
で
の
修
理
は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
直
接
的
に
は
復
興
に
役
立
っ
て
は
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
毎
年
毎
年
東
北
に
行
く
こ
と
を
続
け
る

こ
と
で
施
設
に
い
る
方
に
気
持
ち
や
心
の
サ
ポ
ー
ト
は

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
間
接
的
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

忘
れ
な
い
こ
と
も
支
援
？

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

藤
田  

歩

　

震
災
後
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
車
い
す
活
動
は
、

も
し
か
し
た
ら
被
災
地
に
住
む
人
々
や
他
の
人
か
ら
見

て
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
車
い
す

を
必
要
と
し
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
は
ず
で
、

誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
車
い

す
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
限
り
こ
の
活
動

は
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

来
年
は
地
元
の
同
世
代
と
交
流
を

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

越
坂  

香
南

　

地
元
で
修
理
活
動
を
し
て
い
る
学
生
が
い
れ
ば
、
そ

の
人
た
ち
と
一
緒
に
修
理
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
年
代
の
人
た
ち
か
ら
震
災
当
時
の
こ
と
を
聴
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
震
災
に
対
し
て
親
近
感
の
よ
う

な
も
の
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
昨
年

よ
り
復
興
し
た
宮
城
、
岩
手
の
景
色
を
見
ら
れ
た
こ
と

が
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

震
災
を
忘
れ
ず
こ
の
経
験
を

も
っ
と
伝
え
た
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

市
川  

瞳

　

南
三
陸
商
店
街
と
奇
跡
の
一
本
松
は
G
W
と
は
い
え
、

奇跡の一本松



■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

122017.10

と
て
も
混
雑
し
て

い
ま
し
た
。
商
店

街
は
復
興
の
象
徴

と
し
て
、
奇
跡
の

一
本
松
は
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害

を
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の

人
々
の
戒
め
と
し

て
南
三
陸
の
新
た

な
観
光
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
可
能
な
限

り
東
北
修
理
会
に

参
加
し
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

横
山  

侑

　

こ
の
東
北
修
理
会
で
学
ん
だ
の
は
、
自
分
た
ち
の
で

き
る
範
囲
で
活
動
す
る
姿
勢
と
思
い
を
忘
れ
ず
に
い
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
目
の
前
の
で
き
る
こ

と
を
ま
ず
こ
な
し
て
い
き
、
そ
れ
が
い
つ
か
積
み
あ
が
っ

て
い
く
の
を
願
っ
て
、
自
分
も
よ
り
様
々
な
こ
と
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津
波
の
跡
に
は
ま
だ
何
も
な
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

藤
原  

伊
織

　

今
回
の
活
動
で
私
は
被
災
地
の
現
状
を
自
分
の
目
で

見
て
知
る
こ
と
が
で
き
復
興
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

が
、
現
地
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
を
取
り
戻
そ
う
と

努
力
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
車
い
す
修
理
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲

で
す
が
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ま
た
よ
ろ
し
く
」の
言
葉
が

う
れ
し
か
っ
た

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

星
野  

快
成

　

今
回
の
東
北
修
理
会
を
通
し
、
強
く
感
じ
た
こ
と
は
車

い
す
修
理
技
術
の
向
上
で
す
。
二
日
間
で
凝
縮
さ
れ
た
修

理
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
良
い
体
験
に
な
り
ま
し

た
。「
ま
た
、来
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
」、「
ま
た
よ

ろ
し
く
」
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
こ
の
活
動
は
微

力
な
が
ら
も
復
興
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

震
災
を
忘
れ
な
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

石
川  

翼

　

車
い
す
の
修
理
活
動
自
体
が
復
興
と
い
う
意
味
で
役

目
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
を
あ
え
て
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
う
の

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
震
災
を
忘
れ
な
い
、
受
け
継
ぐ
こ

と
が
復
興
の
一
環
に
な
る
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

来
年
も
同
じ
場
所
に
立
ち
た
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

山
村  

安
優
美

　

学
外
の
活
動
は
初
め
て
で
し
た
が
、
老
人
ホ
ー
ム
で

は
実
際
に
使
用
す
る
場
所
や
利
用
者
様
を
見
な
が
ら
修

理
活
動
が
で
き
る
の
は
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
も
し

来
年
も
参
加
で
き
る
と
し
た
ら
、
今
回
と
同
じ
場
所
を

回
っ
て
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
復
興
が
進
む
か
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
も
参
加
し
て
復
興
を
確
か
め
た
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

内
藤  

美
穂

　

修
理
会
に
お
い
て
、
現
地
の
人
が
笑
顔
で
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
時
は
来
た
か
い
が
あ
っ
た
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
、
今
回
人
か

ら
聞
い
た
復
興
の
変
化
を
自
ら
感
じ
た
い
で
す
。
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
津
波
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
う
た
め

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
防
災
施
設
を
訪
ね
た
い
で
す
。

さんさん商店街
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車いす修理台数２０００台突破！
〜神戸市立科学技術高校〜

　国内で使われなくなった車いすを、全国の高校生・大学生などが修理・整備し、アジアなどの各国に届け
る「空飛ぶ車いす」活動。神戸市立科学技術高校の「空飛ぶ車いす研究会」では、この修理活動を2004年から
始め、修理台数が今年区切りの2000台を突破しました。この活動が、テレビ、ラジオ等各メディアに取
り上げられ、生徒たちの活動の様子やこれからの抱負などについて、今回毎日新聞兵庫版に掲載された記
事をご紹介いたします。
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モハマドロムジャン・アリさん
　モハマドロムジャン・アリさんは55歳の男性です。彼はマイメンシンのチャ
ルイサルディアというところに住んでいます。彼は4人家族です。
　ラムザンさんは身体に障がいを持っています。彼は物乞いをして生活をし
てきました。3回脳卒中を起こしましたが、その都度わたしたちの障碍者セン
ターでリハビリを受けて回復して、仕事に復帰してきました。しかし、今年の
6月に起こした脳卒中は重篤で、彼は言葉を失い、右の半身不随になりまし
た。それからは、表に出ることもできなくなりました。
　彼の妹が唯一の介護人です。ロムジャンさんの奥さんもだいぶ前に脳卒
中になり、妹さんが二人を面倒見ています。その妹さんが障碍者センターを
訪れ、ロムジャンさんを外出できるようにするために、車いすを求めてきまし
た。ロムジャンさんは、周囲の人びとと会いたがっていました。車いすをはる
ばるバングラデシュに贈ってくださった皆様に心からお礼を申し上げます。

ココンさん
　こんにちわ、ココンです。ラルシュの男性の家、アシャニール（希望の家）
で暮して10年になります。今だいたい23歳くらいかな。僕は片足が無いの
で、車いすはとても助かります。義足はあるのですが足に傷ができることが
多く、車いすは欠かせません。皆さんから届く車いすは軽量でかつとても丈
夫なので、片足でプッシュしながら後方にぐるぐる動きまわることができるの
で、いつも楽しんでいます。
　僕の家族はバスの炎上事故でみんな亡くなりました。僕は助かったので
すが、その時に背中に大火傷を負い片足も失くしました。今でも身体に火が
ついたように感じる時があり、そんな時は走り回って最後は水浴び場に飛び
込んで、桶でジャブジャブと水を掛けると何とか治まります。僕は言葉で話す
ことはありませんが、みんなの言ってることは良く分かってるんです。
　僕は障がいの重い仲間達と一緒に遊んだり一緒に出かけたりしていま
す。でも重い自閉があるから、べったりというよりは自分流のスタイルで暮ら
しています。車いす、本当に嬉しいです。どうも有難うございました。

BangladeshBangladesh 今回はバングラデシュ マイメンシン県にある障碍者センターおよびラ
ルシュコミュニティに寄贈された「空飛ぶ車いす」について利用者からの
感謝のメッセージを一部ご紹介します。

ラルシュコミュニティリーダーより
これまで頂戴した車いすは計4台になります。心から感謝申し上げます。
これからも皆様からのご支援を賜りますよう、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

空飛ぶ車いす
バングラデシュからのお礼状



ージブラルタ生命保険株式会社の社会貢献活動ー
「ドリームナイト・アット・ザ･ズー」を通じて

障がいのある子どもたちをサポート
「ドリームナイト・アット・ザ・ズー」とは？
 「ドリームナイト・アット・ザ・ズー」は、障がいのある子どもたち
とそのご家族を、閉園後の動物園や水族館に招待し、気兼ねな
く楽しいひと時を過ごしてもらう国際的なイベントです。
　1996年、オランダのロッテルダム動物園ががんを患っている子
どもたちとそのご家族を招待したことから始まり、日本では2005
年によこはま動物園ズーラシアで初めて開催されました。
　ジブラルタ生命はこの趣旨に賛同し、2012年からこのイベントに
協賛。2017年は新たに宮城県を加えて、北海道・千葉・東京・神奈川
・広島・愛媛・高知・福岡・鹿児島、10箇所の動物園や水族館をサ
ポートします。

　ドリームナイト・アット・ザ・ズーのイベン
ト当日は、開催地近郊に勤務するジブラル
タ生命の社員がボランティアとして参加。
　動物フェイスシールのサービスやスタン
プラリー、着ぐるみパフォーマンスなどで
笑顔いっぱいのおもてなしをしています！

障がい児を抱えていると、なにか

と外出にハードルが高いですが、

今日は安心して家族で楽しむこ

とができました。

ありがとうございました！

子どもも喜
んでいまし

たが、私自

身何十年ぶ
りの動物園

で、なんだ

か子どもの
ころに戻った

ような気

分でした！ 
あっという間

に過ぎて

いきました
が、笑って癒

されたひ

とときでし
た。

ジブラルタ生命は、世界最大級の金融サービス機関
プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です。
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車いす修理台数2000台突破

「平成30年度 社会福祉助成事業
実施要綱」決定


